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今の若年層が育った時代は「不景気」が前提
　6年ほど前、不動産会社や団体から、若年消費者層に関す
るデータ提供や講演の依頼が集中した時期がありました。団塊
ジュニアと呼ばれる層（現在37歳～40歳）が住宅購入適齢期
に入り、それ以前とは異なる消費者層に戸惑いを感じた方が多
かったことが理由だったように思います。
　彼ら団塊ジュニア層は「堅実な将来設計を持ち、消費も堅
実」という傾向がありますが、そこにはバブル崩壊や、それに続
く深刻な不景気などが関係していました。
　このように、時代の大きな変化は、消費者の志向に影響を及
ぼすことがあります。では、今後のターゲットとなる消費者層は、
どうでしょうか。彼らが過ごして来た時代から、ヒントとなる出来
事を振り返ってみたいと思います。
　右表に、1991年以降の出来事を抜粋しました。ここでは分か
りやすいよう、1985年生まれ、現在26歳の人（Aさんとします）を
例にしてみましょう。
　1985年のプラザ合意をきっかけに、日本は不動産バブルの時
代に入っていきます。ところが、1991年、Aさんが6歳のときにバ
ブルが崩壊。その後、10歳で阪神・淡路大震災やサリン事件（と
もに1995年）が起き、12歳では大手金融会社の倒産（1997年）
が相次ぐなど、小学生の間は社会的に暗く不安な話題が多
かった時期を過ごしています。2000年代中盤から景気回復基
調が見られたものの、2008年にはリーマンショックが起き、またも
や景気不安の時代を経験することに。
　今の若年層は、幼いころからの多くの時間を不景気の中で
過ごしてきました。彼らの、過度な希望は持たない、将来に対し
て備えを怠らないといった堅実な考え方には、幼い頃からの不
景気や不安定な社会情勢なども影響しているのです。

学生時代からネットや携帯電話が「当たり前」
　情報伝達や入手の手段も、ここ10数年で大きく変わりました。
　現在30歳代前半の人たちが高校生の頃は、ちょうどポケベ
ル全盛時代。その後、1990年代後半にはインターネット、携帯電
話が広がり、メールが新しいコミュニケーション手段として定着し
ました。IT技術の進化によって、個人が多数の人に対して意見
を発信することも可能になり、多様化してきています。
　また、インターネットは消費者が入手できる情報の量や内容も

格段に広げました。知りたいこと、欲しい情報の多くは、ネット上
で手軽に、しかも無料で入手できる時代となっています。
　今後、住宅購入のメイン層となる20歳代後半は、学生時代か
らインターネットや携帯電話を必需品とし、新たな情報手段を使
いこなしてきた世代です。
　この連載では、こうした情報伝達手段の変化が、彼らのコミュ
ニケーションや消費における考え方にどんな影響を与えている
かも見ていきたいと思います。

次世代の消費者像② 時代背景から読み取る若年世代の特徴 主寝室から夫婦別寝室への傾向に!?
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50～60代の夫婦は5割が別寝室を望む
　夫婦が別々の部屋に寝る、あるいは主寝室でも相手の健康
状態がなんとなくわかる程度に間仕切りをする、そういう“別寝”
プランがリフォーム時に行われるケースが増えてきています。
　別寝室が増えてきた理由は、男性と女性では寝室の「快適」
の意味合いが生理的に違うからではないでしょうか。女性は
「快眠」を快適の第一に求めることが多く、一方、男性は「自分
のペースで時間を過ごす」を重視しているようです。こんな思い
の違いから夫婦それぞれの個室をもつという発想が生まれ、や
がて“別寝”に至っています。
　当研究所が行った30～69歳までの夫婦への調査では、「別
寝室で寝ている」と答えた人は全体の3割。しかし50～60代の
夫婦に限れば、5割が別寝室を望んでいるようです。その理由
は、まず「生活リズムの違い」が44.4％。「相手のいびきなどへの
不満」が33.1％、以下「就寝時の習慣の違い」と続きます。必ず
しも、別寝室希望は夫婦不仲が原因ではないのです。
　リフォーム時には、自分だけの完全な個室がほしいという希
望者が多くいらっしゃいます。相手がたてる音が気になってい
るケースでは、カーテンのような間仕切りでは生理的不快感まで
解消できません。妻が更年期障害の一つである睡眠障害に悩
んでいる場合は、なおさら寝室を別にして「快眠」を求める傾向
があるようです。
　図1、図2、図3のように別寝でもその作り方にはいろいろありま
す。
　寝室を別にしても相手の様子がなんとなくわかるくらいでな
いと心配とおっしゃる方もいらっしゃれば、完全分離を望む方も
いらっしゃいます。それぞれ違う寝室への希望を整理して考え
る必要があります。

“別寝”は快適に共棲するための選択肢
　“別寝”という言葉もだいぶ浸透してきました。いまでは“別寝”
を「夫婦仲が悪い証」と決めつけるのではなく、快適に共棲す
るための選択肢として、“別寝”があると思います。間取りプラン
の中に安易に主寝室と書いてあったら、望む暮らしとマッチして
いない可能性があります。
　これは50代や60代の方ばかりではなく、若い世代にも今後は
「夫婦別寝」が増えていくかもしれないと思います。個室をもっ

て育った世代が結婚を考えるとき、最初から別寝という人たちも
増えるでしょう。結婚に躊躇している方も、べったり暮らすのは
不安だけれど互いの距離感が保てる結婚ならいいかもしれな
いと、夫婦別寝が逆に結婚を促進する形にもなりうるかもしれま
せん。
　「夫婦は一緒に寝るべきもの」という発想をいったん捨てれ
ば、別のコミュニケーションの形が見えてくる場合もあります。
　誤解がないように言うなら、むやみに「夫婦別寝」を推進して
いるわけではありません。一つ屋根の下で、夫婦がそれぞれよ
り快適に共棲するための形をいろいろな手法で提案する機会
が、リフォーム設計では増えてきていることをお知らせしたいと
思っています。
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データで読む居住志向

●過去 20年間の主な出来事

図 1●緩やかな同寝室

図 2●緩やかな別寝室

図 3●パーフェクト
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